
羽幌高校では、学校運営協議会の後に総合的な探究の時間合同説明会を実施しまし
た。質疑応答の時間では、トークセッションで探究活動について発表してくれた生徒
も、自分たちの活動に対して積極的に意見を求めて質問がありました。

BRIDGE構築事業とは
変化が激しく先の見通しが立ちにくい「VUCA（ブーカ）」時代に対応し、持続可能な社会を

創造する子どもたちを社会全体で育むため、道教委が令和７年度から実施している事業です。

本事業では、生徒・教員・地域に向け、４つのプロジェクトに取り組んでおり、総合的な探

究の時間合同説明会は、「『実社会・実生活と結び付いた課題設定』支援プロジェクト」とし

て実施しています。本合同説明会の目的は、地域の方に探究活動の理解を深めていただき、生徒

の探究活動の支援の輪を拡充させることとしております。

天売島への観光客が減少している現状を改善したいという思いから、同島の
大きな魅力である海鳥に着目し、その魅力を知ってもらうツアーを考案するこ
とで、観光客の増加や認知度を上げることを目指す探究活動を行っています。
１年次に参加した野鳥愛好者向けのイベントにおいて、天売島に関するアン

ケート調査を実施したところ、「天売島に行ってみたいという関心はあるもの
の、距離が遠いというイメージから実際の訪問には至っていない」という課題
が明らかになりました。この課題を踏まえ、主なターゲットを野鳥愛好者とし
た新たな羽幌町・天売島のツアーを考案しています。今後は、観光客増加に伴
い生じ得る課題について検討しながら、羽幌町・天売島の認知度向上も目指し
て、旅行会社と連携して進めていく予定です。

天売島を鳥好きの聖地に

トークセッション
本校生徒は探究活動の魅力について、「多様な人間関係が生まれることに加え、

さまざまな人との関わりの中で多くの刺激を受け、自分たちの探究活動をより良
いものにしていける点です。」と話していました。
また、探究活動を通して学んだこととして、「探究には人と人をつなげる力が

あり、高校生である自分たちでも地域に良い影響を与えられると実感しまし
た。」との声がありました。さらに、探究活動の大きな成果として、物事や課題
の本質を考える姿勢が身に付いたことや、計画を立てて主体的に取り組む力が養
われたことも語られました。

質疑応答

これまでの活動を踏まえ、「今後の展開で力を入れたいことは何ですか」との
質問に対し、本校生徒が次のように話してくれました。
「３泊４日のツアーは現時点では実現が難しい部分もあります。まずは、羽幌

町や天売島、そして天売島の海鳥の魅力を知ってもらうために、イベント開催や
アプリ開発、オリジナルグッズ販売等を通して、天売島の認知度向上を目指して
いきたいと考えています。また、世代に応じた広報媒体を検討し、発信していき
たいです。」生徒たちからは実現可能性なども含めて自らの課題を捉え、その対
応策についても具体的に考えている様子が伺えました。
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